
円の確認
 円の方程式～基本形(標準形)と一般形

 円の方程
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原点中心・円上の点があたえられたとき

円 2 2 2x y r  上の点  ,a b における接線の方程式は
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原点中心・円外の点があたえられたときの一例

解答中に用いるもの
決定

接点
以外

計算量

2
1 1x x y y r  △ ○ × △

 1 1
y y m x x  

0D  ○ △ ○ ×

1 1

2 2

ax by c

a b

 


○ × ○ ○

0my n  

方程式で，

しく， xy の項がない

平方完成

径で決まる
2
2
る３点など)

る２次方程式 2 0ax bx c   の

次のようになる。

線分の長さと中点

線の距離OM を求める。

に三平方の定理を適用して
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① 接点の座標を  ,a b などとおき，円の方程式に代入

② 公式を用いて接点  ,a b における接線の方程式をつくる

③ 接線の条件（通る点）を②の式に代入

④ ①と③の式を連立して接点を求め，②に代入

原点以外中心・円上の点があたえられたときの一例
① 円の中心と接点を通る直線の傾きを求める

② 接線は①の傾きに垂直であることから，接線の傾きを求める

③ ②で求めた傾きと通る点の条件から接線を求める

原点以外中心・円外の点があたえられたときの一例
① 接線の傾きを m として、  ,p q を通る直線の

方程式  y q m x p   を作る

② ①の式を一般形に変形して、円の中心との距離 d を求める

③ ②で求めた距離 d と円の半径 r が一致する( d r )ときの

傾き m を求めて，接線を作る

 ２円の位置関係

① ２円の中心、半径を求める

② ２円の中心間の距離を求める

③ ②の中心間の距離と半径の和・差を比較する

 ２円の交点を通る円・直線
２円 2 2 0x y lx my n     、 2 2 0x y px qy r     の交点を通る

図形の方程式を次のようにおく
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